




 

 

 

兵庫芸術文化センター管弦楽団 

室内楽シリーズ８３ PAC PERCUSSION! 

プログラム訂正のお知らせ 
 

配布のプログラム内にあるゲストのプロフィールに訂正がご

ざいますので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

   

エリック・サミュ 
パーカッション 

 

1995 年、ニューヨークで開催された第一回国際マリンバコンクール優勝。その後アメリカ、

ヨーロッパ、アジア各地でリサイタル・ツアー、マスタークラス等を行う。 

1995 年よりパリ管弦楽団の首席打楽器奏者を務める傍らトゥールーズ国立地方音楽院、パリ

国立地方音楽院、ロンドン、グラスゴーの王立音楽院でも教鞭を執る。 

1994 年よりマリンバ・ソロやアンサンブルのための作品を多数作曲。フランス、アメリカ、

ノルウェー、日本などで出版される。 

トゥールーズ・キャピトル国立管弦楽団、フランス国立リヨン歌劇場管弦楽団、パリ管弦楽

団とともに多くの CD やビデオ制作に参加。2005 年には彼自身のマリンバ・ソロアルバム

『Four-Mallet Ballet』を出版する。 

2008 年、フィリップ・ベロー、エリック・エシャンパール、ダヴィッド・パトワ、パリ管弦

楽団弦楽五重奏団らと CD『Mirages』を制作した。 

2015 年 10 月、エサ＝ペッカ・サロネン指揮 パリ管弦楽団による、バルトーク「2 台のピア

ノと打楽器のためのソナタ」にソリストとして出演した。 

彼は「マレテック・アーティスト（マレットの魔術師）」と呼ばれ、彼の最新 CD である「Sailing 

in Soul」には自身演奏のマリンバ協奏曲とヴィブラフォン協奏曲が収録されている。 

その他、彼の作品は世界各地で初演されている。2019 年にキム・ミヨンのソロによるマリン

バ協奏曲「Destiny」をソウルにて初演。2021 年にはマリンバ奏者、出田りあ及びベルリン・

フィルハーモニー管弦楽団のメンバーである樫本大進、レナ・ノイダウアー、ヘン・ハレヴィ、

ナビル・シェハタと共に「Rialto」を世界初演した。彼の最新作、「Stone Fries Ballad」～マ

リンバとパンフルートのためのデュオ～は、2023 年 2 月にフランスのノルマンディーにて初演

された。 

 

以上  


